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CS-807に 関す る臨 床的 研究

上田雄一郎 ・西谷 肇 ・斧 康雄 ・野末則夫
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新 しく開発 された経 口用セフ ァロスポ リン剤CS-807に ついて,臨 床的 検討を行 った。

急性扁桃炎を含む呼吸器感染症7例,慢 性腎孟腎炎1例 の8例 を対象 として,本 剤100-200mg,

1日2回,6-14日 間投与 しその臨床効果 を検討 した。

8例 中,有 効以上4例,や や有効2例,無 効2例 で,有 効 率 は,50%で あった。本 剤投与 中

GPTの 一過性上昇 を1例 に認めた他 は,特 に本剤によると考 えられる副作用や検査値 異常 は認め

なか った。

CS-807は,三 共株式会社で開発 された経 口用 セファ

ロスポリン剤であり,Fig.1に 示す構造式の ように,4

位 カルボン酸にイソプロポキシカルボニルオキシエチル

をエステル結合 し,経 口吸収性 を高めたR-3763の 誘導

体 である。従 って本剤を経口投与 した場合,主 に腸壁の

エステラーゼによ り加水分解 され,活 性なR-3763と し

て循環血中に存在す る。

Fig. 1 Chemical structure of CS-807

R-3763は グラム陽性,陰 性菌に広範囲 な抗菌 スペ ク

トルを有 し,こ れまで経 口用セフ ァロスポリン系薬剤が

抗 菌 力 を有 してい な いEnterobacter, Serratia, indole

(+)Proteusに も抗菌力が及 んでいる。

また β-Lactamaseに も安定なため本酵素産生株 に も

抗菌力を有す る。

今回我々は,急 性扁桃炎 を含む7例 の呼吸器感染症 と,

1例 の慢性腎孟腎炎 を対象 として本剤の臨床効果 ならび

に副作 用の有無について検討 を行 った。

1.対 象 お よび方法

対象 は,Table 1に 示 すよ うに昭和60年10月 から昭

和61年3月 までに当院入院 または受診 した患者8例 で

その内訳は急性気 管支炎3例L慢 性気管支炎1例 び漫

性汎細気 管支炎1例,急 性扁桃炎2例 慢性腎孟腎炎1

例 であ る。 これ らに対 して本剤1回100な いし200mgを

1日2回 経 口投与 した。投与期間は6-14日 間であった。

効果判定は,臨 床症状及び各種臨床検査の改善の程度

並びに起炎菌消失の有無 により,著 効,有 効,や や有効,

無効 の4段 階 とした。 さらに本剤投与前後の末梢血液像.

肝 ・腎機能の変化についても検討 した(Table 2)。

II.結 果

急性気管支炎3例 中有効2例 無効1例 慢性気管支

炎の1例 は有効 び漫性汎細気管支炎の1例 はやや有軌

急性扁桃炎2例 中1例 はやや有効,1例 は無効 慢性腎

孟腎炎の1例 は有効であった。

本剤投与直前にH.influenzae 2株(喀 痰),Enter-

obacter 1株(尿)が 分離 されたが,本 剤投与 によりす

べて消失 している(Table 1)。 また1例 でGPTの 一

過性上昇 を認め る以外に本剤 によるもの と考えられる副

作用,臨 床検査値異常 は認 めなかった。

症例170歳 女性,急 性気管支炎

昭和60年10月 初 旬 よ り咳嗽,喀 痰 を認 めていた,同

月下旬よ り咳嗽の悪化お よび呼吸困難が出現 したため入

院 となる。喀痰中 よりH.influenzaeを 分離 本剤7日

間投与後 に同菌 は消失 し,血 沈 ・CRPの 改善 咳嗽の

鎮静化 を認 めたため有効 とした。
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Table 2 Laboratory findings

症例245歳 男性 び漫性汎細気管支炎

昭和58年より診断を受けている。昭和60年9月 より

咳嚇および喀痰量の増加を認めたため入院となる。本剤

投与後咳喉 喀痰量の改善は見られなかったが,CRP

の軽度改善を認めたため,や や有効とした。

症例343歳 女性 急性気管支炎・扁桃炎

昭和60年10月初旬より咳嗽 発熱を認める,同 月20

日より症状悪化したため当院を受診。本剤投与後,咳噺

の消失,扁 桃腫大の改善,血 沈・CRPの 改善,を 認め

たため有効とした。

症例447歳 男性 急性気管支炎

昭和60年10月より咽頭痛,咳 嗽 喀痰を認めるため,

当院を受診。本剤を7日間投与したが,咳 嗽,喀 痰とも

に不変であり,CRPの 軽度悪化を認めるため無効とし

た。

また本症例において,一 過性のGPT上 昇を認めてい

るが,投 与中止とともに正常化している(Table 2)。

症例567歳 女性,慢 性気管支炎

昭和61年1月 より発熱し,外来にて抗生物質を投与

されたが,解 熱しないため入院となる。喀痰中よりH.

iufluenzaeを分敵 本剤投与後には同菌の陰性化およ

び炎症所見の改善,血 沈・CRPの 改善を認めたため有

効とした。

症例6 22歳 姑 急性扁桃炎

昭和61年2月 咽頭痛,咳 嗽にて当院受診。本剤によ

る臨床症状の改善は認めたが,検 査値の異常は認められ

ず起炎菌も不明であるため,や や有効とした。

症例7 46歳 女性 慢性腎孟腎炎

昭和56年より腎孟腎炎を くり返 していた,ベー

チェット病の患者。昭和60年10月より発熱 悪寒・戦

慨 腰・背部痛にて近医を受診 抗生物質の投与により
一時解熱するも再び発熱してきたため当院へ入院す。尿

中よりEnterobacterを 分離 本剤投与後には同菌の消

失および解熱傾向がみられ有効とした。なお検査値の悪

化は基礎疾患であるベーチェット病の悪化によるもので

ある(Table 2)。

症例822歳 女性,急 性扁桃炎

咽頭痛にて昭和60年11月当院受診。本剤を投与した
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が,臨 床症状の改善 は認め られず,症 状 の悪化,CRP

の増悪が見 られたため無効 とした。

III.考 察

CS-807は,R-3763の4位 カル ボン酸 にイソプ ロポ

キシカルボニルオキシエチルをエステル結合し経口吸収

性を高めた経 口用セファロスポ リン剤である。

今回我々は,急 性気管支炎 患者3例,慢 性気管支炎患

者1例,び 漫性汎細気管支炎 患者1例,扁 桃炎2例,腎

孟腎炎1例 の8例 にCS-807を 投与 した。細 菌学的効果

では,菌 を分離で きた3例 全 てで菌の消失を認 めている。

分離された菌はH.influenzae 2例,Enterobacter 1

例で両者 とも本剤が強い抗菌力を有するものである。特

にH. influenzaeに 対する本剤のMICは0.05μg/mlと

優れており今回の臨床成績 と一致する ものである。

臨床的効果では,有効4例,や や有効2例 無効2例

であり,有効率は50%で あった。しかし,無効例の2

例は両者とも起炎菌は不明であり,寒冷凝集反応は検査

していないものの白血球数CRP,血 沈はそれほどの

異常値を示しておらず,非細菌性の疾患であった可能性

も否定できない。また本剤投与によると考えられる副作

用の発現は認められなかった。臨床検査では,症 例4で

投与後に憎過性のGPT上 昇を認めているが投与中止と

ともに正常化している。

本剤は,グ ラム陽性,陰 性菌に広範囲な抗菌スペクト

ルを有し,安全性も高く評価されている。今回の臨床的

効果では有効以上が50%と 思わしくなかったが,今 後

もさらに多くの臨床症例を積み重ね,本剤の細菌学的,

臨床的効県を検討していくことが重要である。
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We studied the clinical efficacy of CS-807, a new oral cephalosporin antibiotic in eight patients, three with

acute bronchitis, one with chronic bronchitis, one with diffuse panbronchiolitis, two with acute tonsillitis and

one with pyelonephritis.

The drug was administered orally at 100-200mg twice a day for 6-14 days.

The clinical results were good in four, fair in two, and poor in two cases.

The causative organisms were eradicated in three, and unevaluated in five cases.

No side-effects were observed, but transient elevation of S-GPT was noted in one case.


